
会計別予算

「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を目指して
次なる飛躍と持続可能な財政構造の基盤づくり

用
語
の
解
説

第
２
次
瀬
戸
内
市
総
合
計
画

　

本
市
に
住
ん
で
い
る
一
人

一
人
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
一
体
性
を
強
め

な
が
ら
輝
い
て
い
る
ま
ち
・
瀬

戸
内
を
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

の
指
針
と
な
る
計
画
の
こ
と
で

す
。
向
こ
う
30
年
先
（
２
０
４
０

年
）
の
「
市
民
」
に
と
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
目
指
す
べ

き
「
ま
ち
の
姿
」
を
展
望
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
表
す
基
本
構
想
と
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
今
後
10
年
間

で
取
り
組
む
べ
き
主
要
な
施
策

を
各
分
野
に
わ
た
り
体
系
的
に

定
め
た
基
本
計
画
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
の
会
計

　

市
の
会
計
は
基
本
的
な
経
費

を
経
理
す
る
一
般
会
計
と
、
下

水
道
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
特

定
の
事
業
を
経
理
す
る
特
別
会

計
、
病
院
事
業
や
水
道
事
業
を

経
理
す
る
事
業
会
計
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市

の
財
政
状
況
を
見
る
場
合
は
、

一
般
行
政
部
門
に
関
す
る
「
普

通
会
計
」
と
、
病
院
事
業
や
水

道
事
業
な
ど
に
関
す
る
「
公
営

企
業
会
計
」
に
区
分
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
本
市
に
お
け
る

「
普
通
会
計
」
は
、
一
般
会
計
・

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別

会
計
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
普

通
会
計
以
外
の
会
計
を
ま
と
め

て
「
公
営
事
業
会
計
」
と
い
い

ま
す
。

自
主
財
源

　

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
、
市
税
、
分
担

金
及
び
負
担
金
、
使
用
料
、
手

数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

平成23年度予算と
主な取り組み

特集

予
算
の
概
要

　　

当
初
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
瀬
戸
内

市
の
経
営
指
針
で
あ
る
第
２
次
瀬
戸
内
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
人
と
自
然
が
織

り
な
す 

し
あ
わ
せ
実
感
都
市 

瀬
戸
内
」
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
戦
略
重
点
的
に
取
り

組
む
事
業
を
選
定
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重

点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
予
算
が

１
４
０
億
６
、９
１
９
万
円
（
前
年
度
当
初

比
０・
２
％
増
）、
特
別
会
計
（
10
会
計
）
が

96
億
６
、９
３
６
万
円
（
前
年
度
当
初
比

７
・
５
％
減
）、
事
業
会
計
（
２
会
計
）
が

28
億
３
、２
６
７
万
円
（
前
年
度
当
初
比
９・

４
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
会
計
の

総
額
は
、
２
６
５
億
７
、１
２
２
万
円
（
前

年
度
当
初
比
３・８
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　
歳
入

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
、
企

業
の
業
績
の
回
復
な
ど
か
ら
前
年
度
と
比
べ

て
１・３
％
（
５
、９
０
１
万
円
）
の
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、

人
口
減
に
よ
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
国
に
お
い
て
特
別
枠
の
加
算
に
よ
り
財

源
確
保
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
度
と
比

べ
て
１・３
％
（
６
、０
０
０
万
円
）
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
債
は
、
地
方
財
源
の
不
足
を
補

て
ん
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
前
年

度
と
比
べ
て
７
・
１
％
（
６
、０
０
０
万
円
）

の
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
財
政
運
営
適

正
化
計
画
に
基
づ
き
、
市
債
の
発
行
額
を
抑

制
し
た
こ
と
か
ら
、
市
債
全
体
で
は
前
年
度

と
比
べ
て
７
・５
％
（
９
、１
９
０
万
円
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　

歳
出
で
は
、
翌
年
度
工
事
予
定
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
の
整
備
や
学
校
の
耐
震

化
の
設
計
費
な
ど
を
優
先
的
に
計
上
す
る
と

と
も
に
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

や
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
年
々
増
加
す
る

医
療
費
や
介
護
経
費
の
社
会
保
障
費
な
ど
に

も
対
応
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
重
点
枠
事
業
と
し
て
、
緊

急
的
か
つ
横
断
的
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て

重
点
的
に
取
り
組
む
よ
う
市
民
活
動
応
援
事

業
や
、
ご
み
30
％
減
量
啓
発
事
業
な
ど
を
引

き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
費
の
財
源
を
捻
出
す
る
た

め
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
全

て
の
財
源
不
足
は
解
消
で
き
ず
、
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

予
算
の
特
徴

戦
略
重
点
枠
事
業

　

緊
急
的
か
つ
横
断
的
な
課
題
の
解
決
に
向

け
て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
内
で
人
、
モ
ノ
、
金
が
循
環
す
る
仕
組

み
づ
く
り　

               　

   

５
、１
３
７
万
円

　

市
民
活
動
団
体
の
公
益
的
な
活
動
に
対
し

て
助
成
す
る
公
募
型
の
市
民
活
動
応
援
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
応
援
寄
附
制
度
の

積
極
的
な
啓
発
や
、
農
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
商
品
開
発
な
ど
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
を
伸
ば
す
教
育　

４
、２
０
３
万
円

　

発
達
障
害
の
児
童
の
特
別
支
援
な
ど
を
行

う
教
育
支
援
員
や
読
書
活
動
の
指
導
な
ど
を

行
う
図
書
館
司
書
、
複
式
学
級
へ
の
対
応
な

ど
を
行
う
非
常
勤
講
師
を
増
員
す
る
と
と
も

に
、
生
徒
の
問
題
行
動
の
指
導
な
ど
を
行
う

指
導
員
の
配
置
や
、
小
学
校
高
学
年
と
中
学

生
を
対
象
に
し
た
学
力
調
査
な
ど
も
実
施
し

ま
す
。

塩
田
跡
地
の
あ
り
方　

      

３
、８
８
４
万
円

　

排
水
ポ
ン
プ
や
堤
防
の
管
理
、
産
業
廃
棄

物
処
分
場
跡
地
の
覆
土
な
ど
錦
海
塩
田
跡
地

の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
跡
地
の
活
用
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

定
住
化　

                            

３
、９
７
９
万
円

　

販
売
促
進
補
助
金
な
ど
販
売
体
制
を
強
化

し
、
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛
窓
を
は
じ
め
と
す
る

分
譲
団
地
の
販
売
促
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ご
み
30
％
減
量　
　
　
　

 

１
、５
８
９
万
円

　

資
源
ご
み
回
収
団
体
や
生
ご
み
処
理
機
購

入
者
へ
の
助
成
な
ど
市
内
で
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
30
％
減
量
に
向
け
た
啓
発
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

錦海塩田跡地

教育費

36,048 円

農林水産業費

26,705 円

衛生費

34,404 円

民生費

119,370 円

公債費

49,051 円

総務費

37,695 円

土木費

23,515 円

消防費

14,370 円

議会費

6,900 円

商工費

7,937 円

その他
労働費 484 円　予備費 764 円

計 358,159 円

この図は、一般会計の歳出が１人当たりい
くらになるかを目的別に算出したものです。
（H23.4.1 現在人口　39,282 人）

区分 予算額
一般会計 1,406,919

特別
会計

国民健康保険 398,157
国民健康保険診療施設裳掛診療所 3,460
国民健康保険診療施設美和診療所 2,046
介護保険 337,342
後期高齢者医療 43,946
農業集落排水事業 26,909
漁業集落排水事業 3,346
下水道事業 141,254
土地開発事業 9,973
公共用地先行取得事業 503

計 966,936

事業
会計

病院事業 134,646
水道事業 148,621

計 283,267

市民１人当たりの主な予算

単位：万円

   災害復旧費 916 円

使用料・手数料（1.6％）
2億2,222万円

分担金・負担金
（1.4％）
1億9,233万円

繰入金（1.3％）
1億8,750万円

財産収入・寄附金・繰越金（0.4％）
5,872万円

地方譲与税・各種交付金（4.5％）
6億3,200万円

県支出金（6.2％）
8億7,919万円

市債（8.1％）
11億3,920万円

諸収入（1.8％）
2億4,960万円

市税（32.0％）
 44億9,611万円

地方交付税（34.0％）
47億9,000万円

国庫支出金（8.7％）
12億2,232万円

自主財源
（38.5％）

依存財源
（61.5％）

衛生費（9.6％）
13億5,148万円労働費（0.1％）

1,900万円

商工費（2.2％）
3億1,178万円

土木費（6.6％）
9億2,373万円

消防費（4.0％）
5億6,447万円

教育費（10.1％）
14億1,605万円

公債費（13.7％）
19億2,683万円

予備費（0.2％）
3,000万円

災害復旧費（0.3％）
3,600万円

議会費（1.9％）
2億7,103万円

農林水産業費（7.5％）
10億4,901万円

140億
 6 ,919万円

  総務費（10.5％）
14億8,072万円

    民生費
  （33.3％）
46億8,909万円



合
併
に
伴
う
主
な
施
策

　

総
合
計
画
と
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き

な
が
ら
将
来
の
公
債
費
負
担
な
ど
財
政
状
況

を
鑑
み
、
優
先
度
を
検
討
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
財
政
的
に
有
利

な
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
耐
震
化
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、７
３
７
万
円

　

平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
に
か
け
て
、
緊

急
性
を
要
す
る
建
物
か
ら
計
画
的
に
耐
震
補

強
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
長
船
中
学
校

校
舎
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
に
伴
う
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
４
１
万
円

　

ご
み
の
単
独
処
理
に
対
応
し
た
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
も
め
の
整
備
に
伴
う
生
活
影
響

調
査
や
実
施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

未
来
に
輝
く
人
づ
く
り
と
文
化
の
創
造

　

み
ん
な
の
思
い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
人
権
尊

重
の
ま
ち
、
子
ど
も
が
楽
し
く
学
び
、
成
長

を
実
感
で
き
る
ま
ち
、
互
い
に
学
び
あ
い
、

教
え
あ
い
、
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
な
ど
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

教
育
施
設
等
整
備
事
業

  

９
、４
１
７
万
円

　

学
校
教
育
施
設
の
改
修
や
ス
ポ
ー
ツ
公
園

な
ど
の
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

教
育
支
援
活
動
促
進
事
業　
　

２
１
３
万
円

　

国
府
小
学
校
と
邑
久
中
学
校
に
学
校
支
援

依
存
財
源

　

国
や
県
の
基
準
に
基
づ
き
交

付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
市
の
収
入
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
・
県
支
出
金
、

地
方
譲
与
税
、
地
方
債
が
あ
り

ま
す
。 

地
方
交
付
税

　

地
方
が
全
国
の
一
定
の
水
準

で
行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
国

税
の
一
定
割
合
の
額
を
国
が
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
す

る
も
の
で
す
。
自
治
体
独
自
の

判
断
で
使
え
る
一
般
財
源
と
し

て
交
付
さ
れ
一
定
の
計
算
で
決

ま
る
普
通
交
付
税
と
災
害
な
ど

の
特
殊
な
事
情
に
応
じ
て
決
ま

る
特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

市
債

　

地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達

の
た
め
に
借
り
、
そ
の
返
済
が

一
会
計
年
度
を
越
え
て
行
わ
れ

る
借
金
の
こ
と
で
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　

地
方
交
付
税
の
削
減
に
よ
る

地
方
の
財
源
不
足
を
補
て
ん
す

る
た
め
特
例
的
に
認
め
ら
れ
る

市
債
で
、
こ
の
元
利
償
還
金
の

全
額
は
普
通
交
付
税
の
算
定
の

積
算
基
礎
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債

　

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
、

合
併
後
10
年
間
に
限
っ
て
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
市
債
で

す
。
対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で

の
借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来

の
元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普

通
交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

公
債
費

　

市
が
借
り
入
れ
た
市
債
の
元

利
償
還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金

利
子
の
合
計
額
を
い
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率

お
よ
び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ

の
財
政
指
標
の
総
称
で
す
。
こ

れ
ら
の
指
標
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
が
一
定
基
準
以
上
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
財
政
健
全
化
計
画

ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定

し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
）

を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

で
す
。

地
域
本
部
を
設
置
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
に
よ
る
学
校
教
育
活
動
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

図
書
館
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

５
０
万
円

　

新
た
な
図
書
館
の
整
備
に
向
け
た
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

健
や
か
で
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
の
実
現

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
安
心
し
て
笑

顔
で
子
育
て
で
き
る
ま
ち
、
高
齢
者
が
元
気

な
ま
ち
、
障
が
い
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
な
ど
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

小
児
医
療
費
等
給
付
事
業　

１
億
１
３
８
万
円

　

10
月
か
ら
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
生
ま

で
拡
充
し
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

５
、０
５
４
万
円

　

10
カ
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
、
放
課
後
に
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児

童
の
健
全
育
成
や
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
、０
４
１
万
円

　
５
カ
所
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
園
庭
開
放
や
子
育
て
相
談
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

一
時
保
育
・
病
児
病
後
児
保
育
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
、２
１
４
万
円

　

保
育
園
に
お
い
て
保
護
者
の
病
気
な
ど
を

理
由
に
一
時
的
に
預
か
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
病
院
に
お
い
て
病

気
回
復
期
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
億
５
、９
５
０
万
円

　

中
学
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

を
対
象
に
子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

母
子
保
健
事
業　

  　
　
　

４
、１
０
５
万
円

　

子
育
て
中
の
親
と
子
ど
も
の
健
康
の
保
持

や
増
進
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
集
団
健
診
、

育
児
相
談
や
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、妊
婦
健
診
や
特
定
不
妊
治
療
費
、

不
育
治
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

健
康
診
査
等
事
業　
　
　

  

９
、９
２
５
万
円

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、
胃

が
ん
検
診
や
大
腸
が
ん
検
診
、
女
性
特
有
の

が
ん
検
診
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
や
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
に
対
し
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

予
防
接
種
事
業　
　
　
　

  

８
、９
９
１
万
円

　

感
染
症
予
防
の
た
め
に
、
乳
幼
児
等
予
防

接
種
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
等
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

４
億
４
、３
７
９
万
円

　

障
害
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業　

  

５
、３
３
３
万
円

　

下
水
道
事
業
計
画
区
域
外
で
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
平
成
23

年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
１
基
あ
た
り
10
万

円
を
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

水
道
施
設
整
備
事
業　

５
億
１
、８
８
１
万
円

　

浄
水
場
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
、
連
絡
管

の
布
設
や
配
水
管
の
布
設
替
を
行
い
ま
す
。

市
道
改
良
舗
装
事
業　

１
億
５
、６
１
４
万
円

　

市
道
山
手
９
号
線
の
ほ
か
、
生
活
道
路
を

は
じ
め
市
道
の
改
良
や
維
持
補
修
工
事
な
ど

を
行
い
ま
す
。

港
湾
施
設
整
備
事
業  　
　

７
、９
８
０
万
円

　

県
管
理
の
牛
窓
港
を
は
じ
め
港
湾
の
整
備

な
ど
を
行
い
ま
す
。

高
潮
対
策
事
業　
　
　
　
　
　

６
１
７
万
円

　

知
尾
地
区
の
高
潮
対
策
と
し
て
、
護
岸
の

嵩
上
工
事
を
行
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
事
業　

１
７
８
万
円

　

旧
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
実
施
す

る
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

地
域
防
災
対
策
事
業　
　
　
　

４
１
４
万
円

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
へ
の
支
援
や
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

防
犯
灯
整
備
事
業　
　
　
　
　

１
３
４
万
円

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
新
設
や
自
治
会
が
管
理

す
る
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
整
備
す
る

場
合
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給

付
や
地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
発
達
障
害
者
の
相
談
支
援
体
制
の
整

備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
地
域
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

  　

１
億
１
、３
７
６
万
円

　

要
介
護
状
態
な
ど
に
な
る
こ
と
を
予
防

し
、
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
介
護
予
防
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
機
器
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
億
４
、１
５
８
万
円

　

市
民
病
院
の
Ｃ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
Ⅹ
線
画
像

診
断
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
医
療
機
器
の
更
新
、

Ｉ
Ｔ
化
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
窓

診
療
所
や
裳
掛
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療
機

器
の
更
新
な
ど
を
行
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

　

住
ん
で
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
住
宅
が
あ
る
ま
ち
、
便
利
で
快
適
な
道
路

が
通
っ
た
ま
ち
、
き
れ
い
な
水
を
未
来
へ
渡

す
ま
ち
、
防
災
意
識
の
高
い
ま
ち
な
ど
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

  

８
億
９
、９
２
５
万
円

　

牛
窓
処
理
区
で
は
長
浜
地
内
、
邑
久
処
理

区
で
は
福
元
・
下
笠
加
地
内
、
長
船
中
央
処

理
区
で
は
土
師
・
服
部
地
内
の
管
渠
工
事
を

進
め
ま
す
。

①防災訓練で地域の防災力を向上／②
機器の充実が図られる瀬戸内市民病院
／③ＬＥＤ化が進められる防犯灯

①母子保健事業を充実／②市
立図書館／③調査などが行わ
れるクリーンセンターかもめ

②

③

①

③

②

①



連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
事
業
会
計
を
含
む
地
方

公
共
団
体
の
全
会
計
を
対
象
と

し
た
実
質
赤
字
額
ま
た
は
資
金

の
不
足
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費
と
準
元
利
償
還
金
（
公

営
企
業
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
元

利
償
還
金
へ
充
て
ら
れ
た
も
の

な
ど
）
と
の
合
算
か
ら
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
公
債
費
分

な
ど
を
差
し
引
い
た
値
の
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
で
、
過
去

３
カ
年
の
平
均
で
表
し
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　

普
通
会
計
の
市
債
残
高
に
加

え
て
将
来
に
わ
た
る
公
営
企
業

や
一
部
事
務
組
合
、
債
務
負
担

行
為
の
元
金
償
還
に
相
当
す
る

負
担
見
込
額
、
退
職
手
当
の
支

給
予
定
額
、
外
郭
団
体
の
債
務

負
担
見
込
額
な
ど
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
を
表
す
指

標
で
す
。

財
政
健
全
化
法

　

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、
財
政
の
健
全
性
に
関
す

る
比
率
を
算
定
し
、
議
会
へ
の

報
告
お
よ
び
公
表
を
義
務
付
け
、

健
全
化
判
断
比
率
以
上
の
場
合

に
財
政
の
早
期
健
全
化
（
財
政

健
全
化
団
体
）
や
財
政
の
再
生

（
財
政
再
生
団
体
）、
公
営
企
業

の
経
営
の
健
全
化
（
経
営
健
全

化
団
体
）
を
図
る
た
め
の
計
画

を
策
定
す
る
制
度
で
す
。
計
画

の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
行

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

で
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
支

出
増
加
に
よ
る
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
基
金
で

す
。
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
取

り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積

み
立
て
て
お
き
ま
す
。

特
定
目
的
基
金

　

目
的
に
沿
っ
て
積
み
立
て
、

運
用
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

本
市
で
は
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
合
併
後
の
地
域
振
興
な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
ま
ち
づ
く

り
振
興
基
金
を
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

減
債
基
金

　

市
債
の
償
還
（
返
済
）
を
年

度
を
越
え
て
計
画
的
に
行
う
た

め
に
設
け
ら
れ
る
基
金
で
す
。

　

自
殺
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
等
図
書
充
実
事
業　

１
、７
０
０
万
円

　

図
書
館
お
よ
び
公
民
館
図
書
室
の
図
書
蔵

書
冊
数
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
設
備
等
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、２
６
５
万
円

　

ホ
ー
ル
の
舞
台
照
明
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

情
報
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
状
況

　　

昨
年
10
月
に
策
定
し
た
中
期
財
政
試
算
で

は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
し
た
自
立

性
の
高
い
健
全
な
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
を

目
指
し
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
も
人
件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
や
内

部
管
理
の
見
直
し
に
よ
り
経
常
的
経
費
の
削

減
を
行
い
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
や
施
設

利
用
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
収
入
の
確
保
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
金
お
よ
び
市
債
残
高
の
状
況

　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
も
の
の
、
財
源
不
足

が
約
２
億
９
０
０
万
円
と
な
っ
た
た
め
、
こ

２
億
６
、５
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
合
併

後
初
め
て
減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

の
財
源
不
足
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金

は
、
年
度
末
で
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
約

20
億
５
、７
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
合

併
後
初
め
て
20
億
円
を
超
え
る
残
高
と
な
り
ま

す
。
普
通
会
計
の
市
債
残
高
見
込
額
は
、
前
年

度
末
と
比
べ
て
約
５
億
１
、４
０
０
万
円
減
少

し
、
約
１
６
４
億
８
、５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
沿
っ

た
市
債
発
行
額
の
抑
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
下
水
道
事
業
は
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
処
理
場
整
備
後
の
事
業
計

画
を
見
直
し
、
事
業
費
の
平
準
化
な
ど
に
よ

り
市
債
借
入
額
を
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
市

全
体
の
市
債
残
高
は
前
年
度
末
と
比
べ
て
約

活
力
あ
る
産
業
と

魅
力
あ
る
観
光
都
市
の
創
出

　

農
林
業
に
や
り
が
い
を
見
出
す
ま
ち
、
水

産
業
に
活
力
が
生
ま
れ
る
ま
ち
、
工
業
が
進

出
し
や
す
く
経
営
が
安
定
す
る
ま
ち
、
に
ぎ

わ
い
と
活
気
の
あ
る
観
光
の
ま
ち
な
ど
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

農
業
用
施
設
整
備
事
業　

  
４
、６
４
６
万
円

　

老
朽
化
し
た
前
島
海
底
送
水
管
の
改
修
、

農
道
改
良
や
水
路
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
等
対
策
事
業　
　

１
２
９
万
円

平
成
22
年
度
２
月
補
正
予
算
対
応
事
業

　

平
成
22
年
度
の
国
の
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
盛
り
込
ま
れ
た
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
交
付
金
や
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
・

雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
て
創
設
さ
れ
た
地
域
活

性
化
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
平
成
23
年
度

以
降
に
計
画
し
て
い
た
事
業
を
前
倒
し
す
る

な
ど
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
整
備
、
図
書
の
充
実
な
ど
を
平
成
23

年
度
の
予
算
へ
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
教
育
施
設
耐
震
化
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
、２
７
０
万
円

　

平
成
23
年
度
で
計
画
し
て
い
た
耐
震
性
の

低
い
邑
久
小
学
校
校
舎
な
ど
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業　

６
、３
３
３
万
円

　

市
が
管
理
す
る
20
Ｗ
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
に
更
新
し
ま
す
。

市
道
改
良
舗
装
事
業　
　

  

３
、５
５
０
万
円

　

市
道
段
口
天
場
線
の
ほ
か
、
生
活
道
路
な

ど
市
道
の
改
良
や
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

海
水
浴
場
公
衆
ト
イ
レ
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

２
、２
８
２
万
円

　

牛
窓
海
水
浴
場
の
公
衆
ト
イ
レ
の
水
洗
化

お
よ
び
洋
式
化
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

教
育
施
設
改
修
事
業　
　
　
　

８
２
９
万
円

　

美
和
小
学
校
校
舎
屋
上
な
ど
の
防
水
改
修

を
行
い
ま
す
。

自
殺
対
策
普
及
啓
発
事
業　
　

１
１
７
万
円

　

放
牧
適
正
牛
の
導
入
な
ど
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

有
害
鳥
獣
等
駆
除
・
外
来
生
物
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
５
万
円

　

有
害
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
駆
除
や
防
除
に
取
り
組
み
ま
す
。

漁
港
施
設
整
備
事
業　
　

  

２
、４
７
７
万
円

　

県
管
理
の
虫
明
漁
港
を
は
じ
め
漁
港
や
漁

場
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　
　

３
２
９
万
円

　

豆
田
工
業
団
地
の
未
誘
致
地
区
な
ど
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る

自
主
自
立
し
た
都
市
の
実
現

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
市
役
所
が
あ
る

ま
ち
、
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
あ
い
助
け
あ

う
ま
ち
な
ど
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

個
別
外
部
監
査
事
業　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
外
部
監
査
人
に
よ
る
監
査
を

実
施
し
ま
す
。

広
報
発
行
事
業　
　
　
　

  

１
、１
１
２
万
円

　
「
広
報
せ
と
う
ち
」
を
発
行
し
毎
月
全
戸

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
市
勢
要
覧
の
作
成

を
行
い
ま
す
。

集
会
所
整
備
助
成
等
事
業　
　

３
０
３
万
円

　

自
治
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
域
の
集

会
所
の
整
備
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

①耐震補強工事が進む邑久小学校校舎／②改修が予定
されている牛窓海水浴場のトイレ／③有害鳥獣駆除班
により捕獲されたヌートリア

区分 効果額 主なもの

人件費の抑制 9.8
特別職の給料カット継続（市長
25％・副市長 20％・教育長 17
％・病院事業管理者 12％）

事務事業およ
び内部管理の
見直し

150.8

　・各種計画策定業務の見直し
　・事務用品の一括管理、ペー
　パーレス化による削減
　・心身障害者等福祉年金の廃止

収入の確保 28.7
　　・各種証明手数料の見直し
　・応援寄附金

計 189.3

財政健全化に向けた取組状況
（経常的経費の削減などの効果）

※普通会計ベース（特別会計および事業会計に係るものは普通会計からの繰出額）

基金残高の状況（普通会計） 市債残高の推移（普通会計）

②

①

③

単位：百万円
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本
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
詳
し
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
地
方
公
会
計

制
度
（
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル
）
に

基
づ
く
財
務
書
類
（
普
通
会
計
財
務
書

類
４
表
、連
結
ベ
ー
ス
財
務
書
類
４
表
）

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
在
の
予
算
・
決
算
を
示
す
会
計
制

度
は
、
そ
の
年
に
ど
の
よ
う
な
収
入
が

あ
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か

と
い
っ
た
現
金
の
動
き
が
分
か
り
や
す

い
反
面
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た

資
産
や
借
入
金
な
ど
の
負
債
と
い
っ
た

ス
ト
ッ
ク
情
報
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
た
め
に
発
生
し
た
コ
ス
ト
情
報
を
十

分
に
表
示
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
企
業
会
計
的
な
手
法
を
取
り

入
れ
、
従
来
の
不
足
情
報
を
補
う
形
に

し
た
も
の
が
新
地
方
公
会
計
制
度
の
財

務
書
類
４
表
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
財
務
書
類
を
継
続
的
に

作
成
・
分
析
を
行
い
、
こ
の
財
務
情
報

を
活
用
し
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

財
政
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　

HP http://w
w
w.city.setouchi.lg.jp/

     data/zaisei.htm
l

財務書類４表の連結対象範囲
　連結財務書類とは、普通会計のほか公営事業会計や、市と連携・協力して行政サービスを実施している関係団体や法人を一つの行政サー
ビス実施主体とみなして、市全体としての財務状況を明らかにするものです。また、連結対象間で行われている資金の出資と受入などの
取引は内部取引として相殺消去を行います。

　連結の資産合計は927億円（市民1人当たり237万円）で、このうち道路や学校、下水、ごみ処理など行政サービスを提供するために
必要な有形固定資産が809億円と資産全体の87.3％を占めています。
　このほか特定目的基金などの基金等45億円や財政調整基金などの資金43億円をはじめ、遊休地の売却可能資産や市税などの未収金等
を計上しています。一方、将来世代が負担する部分の負債合計は353億円（市民1人当たり90万円）で、地方債などの償還金311億円
をはじめ、将来に発生する職員の退職金などを計上しています。
　現在までの世代が負担した部分の純資産合計は574億円（市民1人当たり147万円）で資産と負債の差額となっています。資産に対す
る負債の比率は普通会計が35.2％であるのに対し、連結では38.1％と高くなっています。普通会計で行う社会資本整備よりも下水道事業
や水道事業の整備などの方が、将来世代が負担する割合が高いことが分かります。

資産の部 連結 普通会計
１ 公共資産 82,115 47,292
 (1) 有形固定資産 80,907 47,197
 (2) 無形固定資産 1,113
 (3) 売却可能資産 95 95
２ 投資等 5,761 5,326
 (1) 投資及び出資金 48 1,547
 (2) 貸付金 490 169
 (3) 基金等 4,501 3,073
 (4) 長期延滞債権等 722 537
３ 流動資産 4,836 2,612
 (1) 資金 4,326 2,502
 (2) 販売用不動産 45
 (3) 未収金等 465 110
４ 繰延勘定 2

資産合計 92,714 55,230

貸借対照表
　行政サービスを提供するために年度末に保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかと
いう状況を表したものです。

負債の部 連結 普通会計
１ 固定負債 32,836 17,568
 (1) 地方公共団体地方債 28,412 14,644
 (2) 関係団体地方債等 588
 (3) 退職手当引当金等 3,834 2,924
 (4) その他 2
２ 流動負債 2,461 1,854
 (1) 翌年度償還予定地方債 2,144 1,696
 (2) 短期借入金 4
 (3) 賞与引当金 219 158
 (4) その他 94

負債合計 35,297 19,422

純資産の部 連結 普通会計
純資産合計 57,417 35,808

負債・純資産合計 92,714 55,230

行政コスト計算書
　１年間の公共施設の管理運営費や社会保障給付費といった経
常的な行政サービスに要した経費（コスト）と、その行政サー
ビスの直接の対価である受益者負担の使用料などの収入を表し
ています。

連結 普通会計
経常行政コスト a 26,196 12,673
１ 人にかかるコスト 4,308 3,064
 (1) 人件費 3,646 2,542
 (2) 退職手当引当金等繰入等 662 522
２ 物にかかるコスト 5,791 3,706
 (1) 物件費 2,869 1,859
 (2) 維持補修費 210 82
 (3) 減価償却費 2,712 1,765
３ 移転支出的なコスト 15,283 5,551
 (1) 社会保障給付 11,672 1,515
 (2) 補助金等 3,332 2,055
 (3) 他会計等への支出等 279 1,981
４ その他のコスト 814 352
 (1) 地方債償還利子 576 302
 (2) 回収不能見込計上額等 238 50
経常収益 b 9,794 496
純経常行政コスト a-b 16,402 12,177

　連結の経常行政コストは262億円（市民 1人あたり 67万
円）となっています。人にかかるコストは、退職手当負担金を
含む職員の人件費などで全体の16.4％、物にかかるコストは、
物件費、維持補修費に加え、有形固定資産の経年劣化などに伴
い価値が減少したと認められるコストを減価償却費として計上
し、全体の22.1％となっています。移転支出的なコストは生
活保護費や保険医療費などの社会保障給付、民間団体等への補
助金などで、全体の58.4％と最も大きくなっています。
　使用料や分担金・負担金などの受益者負担である経常収益
は98億円（市民1人あたり25万円）で、経常行政コストの
37.4％を占めています。普通会計より高くなっているのは、普
通会計以外の会計・法人では、行政サービスにかかるコストの
多くを受益者負担による収入で賄っているためです。

連結 普通会計
期首純資産残高 a 54,371 34,382
純経常行政コスト b △ 16,402 △ 12,177
財源調達 c 19,432 13,601
　地方税 4,497 4,497
　地方交付税 5,031 5,031
　補助金等受入 9,026 3,219
　その他行政コスト充当財源 878 854
資産評価替・無償受入等 d 16 2
期末純資産残高 a+b+c+d 57,417 35,808

目的
( 金額：構成比 )

生活インフラ・
国土保全 教育 福祉 環境衛生 産業振興 消防・総務等

道路、住宅、
下水道など

学校、幼稚園、
公民館など

保育所、生活保護、
国民健康保険など

病院、水道、
ごみ処理など

農林水産業、
観光振興など

消防、庁舎、
議会など

有形固定資産 35,096 43.4% 12,913 15.9% 2,176 2.7% 10,394 12.8% 13,347 16.5% 6,981 8.7%
経常行政コスト 1,199 4.6% 1,527 5.8% 14,650 55.9% 3,248 12.4% 2,007 7.7% 3,565 13.6%

連結 普通会計
１ 経常的収支 4,652 4,166（3,865）
２ 公共資産整備収支 △ 1,296 △ 1,058（△ 1,058）
３ 投資・財務的収支 △ 2,749 △ 3,104（△ 2,286）
翌年度繰上充用金増減額 △ 19
当年度資金増減額 a 588 4（521）
期首資金残高 b 3,738 463（1,981）
期末資金残高 a+b 4,326 467（2,502）

純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産が１年間にどのように増減したかを表し
たものです。

　連結の行政コスト計算書での純経常行政コスト164億円は
純資産の減少要因ですが、これを市税や地方交付税、補助金な
ど194億円で財源調達できたため純資産が30億円増加してい
ます。普通会計でも純資産が14億円増加しています。

資金収支計算書
　1年間の現金の収支状況を、経常的な収支、公共資産の整備
などに係る収支、市債の返済などに係る投資・財務的な収支に
区分して表したものです。

　連結の公共資産整備収支の不足額13億円、投資・財務的収
支の不足額28億円は経常的収支の余剰額47億円で補てんす
るため資金が6億円増加します。期末資金残高は43億円で普
通会計の財政調整基金と減債基金を含めた残高は25億円です。

目的別有形固定資産・経常行政コスト（連結）

年度 連結 普通会計 普通会計の平均的な値は、3.0 ～ 7.0 の間になるといわれています。当年度の行政サービスなどの活動を行う会計・法
人などが多いため、連結の方が短くなっています。
前年度と比較すると、普通会計および連結ともに減少しています。

H20 2.56 年 3.85 年
H21 2.52 年 3.41 年

年度 連結 普通会計 普通会計の平均的な値は、2～ 8％の間になるといわれています。会計・法人などは経常行政コストを受益者負担によ
る収入で賄っているため、連結の方が高くなっています。
前年度と比較すると、普通会計および連結ともに減少しています。

H20 37.8% 4.1%
H21 37.4% 3.9%

年度 連結 普通会計
普通会計の平均的な値は、過去および現世代負担比率で 50 ～ 90％の間、将来世代負担
比率で 15 ～ 40％の間といわれています。下水道事業や水道事業の整備などにより、連
結の方が将来世代負担比率が高くなっています。
前年度と比較すると、将来世代負担比率は普通会計および連結ともに減少しています。

過去および現世代負担比率
H20 68.8% 72.7%
H21 69.9% 75.7%

将来世代負担比率
H20 38.3% 36.2%
H21 37.9% 34.6%

①社会資本形成の世代間負担比率（公共資産整備の財源に対する世代間の負担バランスを表した指標）
財務諸表を活用した分析

②歳入額対資産比率（形成されたストックである資産が何年分の歳入に相当するかを表した指標）

③受益者負担比率（資産形成ではない行政サービスのコストが受益者負担でどれだけ賄われているかを表した指標）

年度 連結 普通会計 普通会計の平均的な値は、3～ 9年の間になるといわれています。下水道事業などで地方債残高に見合った経常的な資
金の確保が十分できていないため、連結の方が長くなっています。
前年度と比較すると、普通会計および連結ともに減少しています。

H20 9.0 年 6.8 年
H21 8.5 年 5.3 年

④地方債の償還可能年数（地方債を経常的に確保できる資金で返済した場合に何年で返済できるかを表した指標）

※括弧内は資金の範囲に財政調整基金等を含めて読み替えたものです。

連結の範囲

市全体

一般会計
住宅新築資金等貸付事業特別会計
公共用地先行取得事業特別会計

国民健康保険特別会計
国民健康保険診療施設裳掛診療所特別会計
国民健康保険診療施設美和診療所特別会計
介護保険特別会計

老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計
土地開発事業特別会計
病院事業会計
水道事業会計

普通会計

岡山県市町村総合事務組合
岡山県市町村税整理組合
岡山県後期高齢者医療広域連合
旭東用排水組合
神崎衛生施設組合
岡山県広域水道企業団
( 社 ) 牛窓町緑の村公社
( 財 ) 寒風陶芸の里
( 財 ) 瀬戸内市振興公社
( 有 ) 曙の里おく
( 財 ) 牛窓町水産協会

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円 単位：百万円

平成21年度瀬戸内市の財務書類

Financial statements of Setouchi City



人権を守りましょう

　日本国憲法第 14 条では「すべての国民
は、法の下に平等であって、人種、信条、
性別、社会的身分又は門地により、政治的、
経済的、社会的関係において、差別されな
い」と規定され、法の下の平等を保障して
います。
　お互いを尊重し合い、人権問題の解決に
向けて主体的に取り組み、すべての人々が
尊重される社会を築きましょう。
【身元調査などは拒否】
　婚姻は両性の合意のみに基づいて行われ
るべきものです。また、就職は本人の能力・
適性によって採否が決定されるべきもので
す。差別につながる身元調査などを行わな
いとともに応じないようにしましょう。
【えせ同和行為を排除】
　同和問題を口実にして、高額な書籍等の
購入強要や不当な金銭要求などを行う「え
せ同和行為」の被害が後を絶ちません。きっ
ぱりと断りましょう。
【差別書き込みを根絶】
　インターネットで発信された情報で、誰
かが傷つく場合があることを考え、差別書
き込みを根絶していきましょう。 
■問い合わせ先
　人権啓発室
　☎０８６９ -２２ - ３９２２

障害年金の加算の
範囲が拡大されます

　

平
成
23
年
４
月
に
「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
受
給

権
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て

い
る
配
偶
者
や
子
ど
も
が
い
る
場

合
だ
け
で
な
く
、
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
生
計

を
維
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶

者
や
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
も
届

け
出
に
よ
っ
て
加
算
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
加
算
の
対
象
期
間

①
平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
前
に

　

お
い
て
、
受
給
権
発
生
後
に
生

　

計
を
維
持
す
る
配
偶
者
や
子
ど

　

も
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
法

　

施
行
時
か
ら
加
算
の
対
象
と
な

　

り
ま
す
。

※
平
成
23
年
３
月
31
日
に
お
け
る

　

生
計
維
持
関
係
を
確
認
す
る
こ

　

と
に
な
り
ま
す
。

②
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
、
受

　

給
権
発
生
後
に
生
計
を
維
持
す

　

る
配
偶
者
や
子
ど
も
を
有
す
る

　

こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
そ
の
事

　

実
が
発
生
し
た
時
点
か
ら
加
算

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
婚
姻
、
出
生
等
の
事
実
が
発
生

　

し
た
日
に
お
け
る
生
計
維
持
関

　

係
を
確
認
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
が

可
能
に
な
り
ま
す　

　　

児
童
扶
養
手
当
は
、
子
ど
も
が

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
の
対
象

で
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
障
害
年
金
の
加
算
の

拡
大
に
伴
い
見
直
し
が
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
４
月
以
降

は
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場

合
に
は
、
子
加
算
の
対
象
と
し
な

い
こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　

両
親
の
一
方
が
国
民
年
金
ま
た

は
厚
生
年
金
保
険
法
１
級
相
当
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
場
合
、
配
偶

者
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当

と
障
害
年
金
の
子
加
算
で
受
給
変

更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
人
は

　

こ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
障
害
年
金
の
加
算
に
つ
い
て

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

②
児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

人
権
擁
護
委
員
が
再
任
・
交
代
し
ま
し
た

太
田
隆
子
氏
、
藤
田
智
光
氏

 

心
身
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

生
活
を
す
る
上
で
、
身
体
や
心

の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
障
害
が
あ
る
人
な
ど
か

ら
相
談
を
受
け
、
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
地
域
の
中
で
安

心
し
て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
そ

の
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
社
会
福
祉
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
臨
床
心
理
士
、

思
春
期
相
談
士
、
発
達
障
害
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

　

相
談
は
、
ス
マ
イ
ル
内
の
相
談

室
で
受
け
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
を
希

望
す
る
人
は
ス
マ
イ
ル
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

内
容
に
よ
っ
て
は
、
面
接
の
予

約
や
自
宅
へ
の
訪
問
な
ど
個
別
に

対
応
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

障
害
の
あ
る
子
ど
も

　

か
ら
大
人
、
そ
の
家
族
、
ま
た

　

障
害
の
あ
る
人
を
支
援
し
て
い

　

る
人
な
ど

▽
相
談
内
容　

身
体
障
害
、
知
的

　

障
害
、
精
神
障
害
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
発
達
障
害
な
ど

▽
相
談
時
間

【
常
設
相
談
】　

毎
週
火
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
専
門
相
談
】

　

・
思
春
期
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

　

・
身
体
障
害
・
知
的
障
害
専
門
相
談

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
〜
５
時

　

・
発
達
障
害　

毎
週
１
回

▽
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

邑
久
町
山
田
庄
８
８
０-

１　

　
（
市
民
病
院
東
）

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
３

　

障
害
児
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
そ

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
７
月
に
福
祉
年
金
を

支
給
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
、
療

　

育
手
帳
Ａ
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し

　
て
い
る
人　

１
０
、０
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
３・
４
級
、
療

　

育
手
帳
Ｂ
ま
た
は
精
神
障
害
者

　

保
健
福
祉
手
帳
２
級
を
所
持
し

　
て
い
る
人　

８
、０
０
０
円

▽
支
給
要
件

　

平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
23
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

※
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者

　

施
設
、
知
的
障
害
者
施
設
お
よ

　

び
精
神
障
害
者
施
設
な
ど
へ
入

　

所
し
て
い
る
人
は
、
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

　

所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
申
請
期
間　

５
月
６
日
（
金
）

　

〜
31
日
（
火
）

※
障
害
児
福
祉
年
金
証
書
を
持
っ

　

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
年
金

　

の
支
給
に
当
た
っ
て
、
４
月
１

　

日
に
お
け
る
障
害
児
の
状
況
な

　

ど
を
確
認
す
る
た
め
、
障
害
児

　

福
祉
年
金
現
況
届
を
郵
送
し
ま

　

す
の
で
、
右
記
の
期
間
中
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

邑
久
分
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
１
０

　

牛
窓
支
所

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
１

　

裳
掛
出
張
所

　

☎
０
８
６
９-

２
５-

０
０
０
４

障
害
児
の
皆
さ
ん
へ
年
金
を
支
給
し
ま
す

障
害
児
福
祉
年
金

　

４
月
１
日
付
け
で
、
太
田
隆

子
氏
が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
４
月
１

日
付
け
で
新
し
く
藤
田
智
光
氏
が

着
任
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
任
期

は
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

　

６
月
１
日
（
水
）
は
人
権
擁
護

委
員
の
日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員

は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間

の
人
た
ち
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
人
た
ち
が
地
域
の
中
で
人
権

思
想
を
広
め
、
人
権
を
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考

え
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
約
１
４
、０
０
０
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
全
国
の
各
市
町

村
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
な
ど

を
通
じ
て
、
法
務
局
な
ど
の
職
員

と
協
力
し
、
情
報
の
収
集
、
人
権

侵
犯
事
件
の
調
査
・
処
置
、
当
事

者
の
利
害・主
張
の
調
整
を
行
い
、

事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
人
権
に
関
す
る

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
内
に
は
９
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
お
り
、
毎
月
３
回
な
や
み

ご
と
相
談
（
本
紙
「
く
ら
し
の
情

報
」に
掲
載
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

誰
書

たくさんの人でにぎわったスマイル祭り

　児童扶養手当と子加算の間で選択可能に



　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

と
生
活
排
水
の
汚
れ
が
約
10
分
の

１
に
減
り
、
河
川
な
ど
の
水
質
汚

濁
を
防
止
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
で
毎
日
の

生
活
が
快
適
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
一
層
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
補
助
金
の
増
額
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
つ
い
て

も
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

上
表
の
と
お
り

▽
補
助
対
象
建
物

　

主
に
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物

（
共
同
住
宅
を
除
く
）、
ま
た
は
延

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住

用
に
使
う
建
物

▽
補
助
対
象
地
域

　

公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
認

可
を
受
け
た
区
域
以
外
の
地
域
。

な
お
、
次
の
区
域
を
除
く
。

　

・
農
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
に

　

よ
る
処
理
区
域

　

　

・
終
末
処
理
施
設
を
設
置
し
て
い

　

る
21
区
画
以
上
の
住
宅
団
地

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　満 20 歳以上であれば、学生であっても国
民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が少ない
ため、本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される「学生納付特
例制度」があります。対象となる学生は、学
校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、
高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種
学校（修業年限１年以上である課程）などに
在学する人です。夜間・定時制課程や通信制
課程の人も含まれますので、ほとんどの学生
の人が対象となります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３
月までですが、次の年度も在学予定である場
合、引続き学生であれば、４月初めに送られ
た再申請の用紙に必要事項を記入して返送す
れば、学生納付特例が１年間継続されます。
　また、学生でない 30 歳未満の人の場合に
は、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場
合に、国民年金保険料の納付が猶予される「若
年者納付猶予制度」があります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料を未
納のままにしておくと、不慮の事故などによ
り障害が残った場合でも、障害年金を受ける
ことができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受
け取るために必要な期間に算入されますが、
年金額には反映されません。就職などで収入
が得られるようになった場合は、将来受け取
る年金を増額するため、10 年以内であれば
保険料を納めることができる「追納制度」の
利用をお勧めします。
■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８

５
月
25
日
は
15
分
間
以
上
の
運
動
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在

の
名
義
人
に
１
年
分
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
岡

山
運
輸
支
局
で
車
検
証
の
変
更
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
変
更
手
続
き
が
必
要
な
場
合

　

・
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

　

・
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し
て

　

出
し
た
場
合

　

・
住
所
を
変
更
し
た
場
合

　

・
廃
車
に
し
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
７
３-

９
２
９
５

　

岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部　

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
１
１

　

健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国

　

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終

　

了
し
ま
す
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

雇
用

　

保
険
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

 

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

 

自
動
車
税
の
納
付
と
名
義
変
更

　　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
（
火
）
で
す
。

　

領
収
書
に
付
い
て
い
る
納
税
証

明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

 

園
庭
開
放　

　　

市
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を
す

る
親
子
の
た
め
に
、
主
に
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
幼
稚

園
の
園
庭
を
下
表
の
と
お
り
開
放

し
て
い
ま
す
。

　

園
庭
の
遊
具
を
自
由
に
使
っ
て

同
じ
年
齢
の
園
児
と
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け

で
な
く
保
護
者
に
と
っ
て
も
友
人

幼稚園名 問い合わせ先 ５月 ６月 ７月 ８月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104 毎週火曜日 午前９時 30 分～ 11 時
牛窓西 0869-34-3687 毎週月曜日 午前９時 30 分～ 11 時
牛窓北 0869-34-3742 24 日（火） 21 日（火） 5日（火） 午前９時 30 分～ 11 時
邑久 0869-22-0027 17 日（火） 14 日（火） 5日（火） 午前９～ 11 時
今城 086-943-8715 24 日（火） 15 日（水） 6日（水） 3日（水）午前９～ 11 時
玉津 0869-24-0092 18 日（水） 15 日（水） 13 日（水） 午前９～ 11 時
美和 0869-26-3445 17 日（火） 14 日（火） 12 日（火） 午前９～ 11 時
国府 0869-26-3446 17 日（火） 14 日（火） 12 日（火） 午前９～ 11 時
行幸 0869-26-3447 17 日（火） 14 日（火） 12 日（火） 午前９～ 11 時

た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
合
う
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ル
が
特
徴

で
す
。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
多
く
の

人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
で
エ
ー
ル
を

送
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
施
自
治
体
・

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
被
災
地

の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
そ

し
て
「
わ
が
ま
ち
」
を
見
つ
め
な

　

５
月
25
日
（
水
）「
ス
ポ
ー
ツ

の
力
で
日
本
を
元
気
に
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

２
０
１
１
」
を
実
施
し
ま
す
。　

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
毎
年
５

月
の
最
終
水
曜
日
に
日
本
中
で
実

施
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

午
前
零
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
に
、
15
分
間
以
上
継
続
し
て

何
ら
か
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し

お
し
、
地
域
の
一
体
感
を
実
感
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

本
市
も
趣
旨
に
賛
同
し
、
各
種

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
実
施
し

ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

事
業
以
外
の
自
主
的
な
運
動
・

ス
ポ
ー
ツ
も
参
加
と
み
な
さ
れ
ま

す
の
で
参
加
状
況
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
今
月
号
に
チ

ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
５

園庭開放日

児童福祉週間がはじまります

　「児童福祉週間」は、国民全体に児童
福祉の理念や制度の周知を図り、児童
福祉に対する理解と認識を深めること
を目的として、昭和 22 年に制定された
ものです。毎年５月５日の「こどもの
日」から１週間、全国各地で各種の啓
発事業や行事を実施しています。なお、
平成 23年度「児童福祉週間」標語は、「お
いでおいでみんなで一緒に遊ぼうよ」
です。家族や子どもの健やかな成長を
みんなで考えていきましょう。児童福
祉関係の心配ごとなどは、子育て支援
課までご連絡ください。
■問い合わせ先
　子育て支援課　☎０８６９-２６ -５９４６

 

軽
減
さ
れ
ま
す

 

離
職
者
の
国
民
健
康
保
険
税

　　

事
業
所
の
倒
産
、
解
雇
、
雇
い

止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
、
在
職
中
に
負
担
し
て

い
た
医
療
保
険
と
同
程
度
の
負
担

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る

よ
う
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌

　

年
度
末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て

　

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　

ま
た
は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由

　

離
職
者
と
し
て
失
業
等
給
付
を

　

受
け
る
人

※
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
は
高

　

年
齢
求
職
者
給
付
金
の
給
付
を

　

受
け
る
た
め
、
こ
の
制
度
の
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
軽
減
額　

対
象
者
の
前
年
所
得

　

の
う
ち
、
給
与
所
得
を
１
０
０

　

分
の
30
と
み
な
し
て
国
民
健
康

　

保
険
税
を
算
定

▽
軽
減
期
間　

離
職
の
翌
日
か
ら

　

翌
年
度
末
ま
で

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、

　

途
中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き

　

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の

※人槽は延べ床面積などで決定されます。

人槽区分
補助金額

現行 改正後
５人槽 332,000 432,000
６～７人槽 414,000 514,000
８～ 10 人槽 548,000 648,000

浄化槽補助金額新旧対照表

単独浄化槽　トイレの汚水を処理
合併処理浄化槽　トイレの汚水と台所、
浴室、洗面所などの生活雑排水を処理

円 円 合併処理浄化槽の
設置補助金が
増額になります

を
つ
く
る
場
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
。
気
軽
に
来
園
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場
が

狭
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
徒
歩
や

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園
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人気を集めた殻付きカキ詰め放題（左下）／新鮮な魚介類を求めるたくさんの観光客（右上）

　２月６日に牛窓町漁協（牛窓町牛窓）で牛窓冬

の味覚祭りが行われました。

　日本のエーゲ海と称される牛窓の魚介類を味わ

ってもらおうと昨年から始めたもので、ゲタやメ

バル、タコなどの新鮮な地魚が格安で販売される

とあって、会場は朝早くから大にぎわいとなりま

した。また、「殻付きカキ詰め放題」では、制限

時間の３分以内に少しでもたくさんのカキをカゴ

に詰め込もうと悪戦苦闘する姿が見られました。

　先着 100 人には、女性部によるカキ入りの大

鍋汁も無料で振る舞われ、訪れた観光客は、楽し

いひと時を過ごしていました。

    牛窓産の魚介類を味わって牛窓産の魚介類を味わって　

　２月 20 日、福元グリーンタウン自治会（邑久町福元）が中央

公園で自主防災会の結成式を行いました。同自治会が瀬戸内市災

害時要援護者支援計画推進のモデル地区に指定されたことをきっ

かけに、高齢者や障害のある人などの要援護者に優しいまちづく

りに向けて結成したものです。

　当日は、市民活動団体ふれあいサロン「ひまわり」の主催で、

初期消火や救助、炊き出しなどが行われました。

　また、ゲーム感覚の防災訓練「楽しく学ぶ防災教室」では、ご

み箱や鍋も使ったバケツリレーや毛布でけが人を運ぶ時間を競

う「毛布で担架タイムトライアル」、的をいくつ倒せるかを競う

「水消火器的当てゲーム」などに地域内外の住民約 300 人が挑戦。

ゲームのポイントを集めると、おもちゃと交換できることから、

子どもたちも楽しみながら取り組んでいました。消火器の使い方

や身近なものを使った防災活動など、訓練を通してもしもの時に

役立つ知識を学ぶことができた一日となりました。

   防災を楽しく学習防災を楽しく学習　

毛布を使って負傷者を運ぶ時間を競った「毛布で担架タイムトライアル」

①役割分担を決めて災害に即応／②うまく的に当たるかな「水消火
器的当てゲーム」／③ゲームで獲得したポイントをおもちゃに交換

　２月 19 日、青少年育成県民会議瀬戸内地区連

絡協議会などの主催により瀬戸内市青少年健全育

成推進大会が中央公民館で開催され、市内の小・

中学生や保護者を対象に募集した「明るい家庭づ

くり」作文や防犯・地域安全・街頭犯罪抑止ポス

ターの表彰式が行われました。

　また、サッカーＪリーグ２部のファジアーノ岡

山の木村正明代表が講演し、昇格や運営にまつわ

るエピソードを紹介しながら「ファジアーノを核

にした魅力あるまちづくりを進めるとともに、チ

ームを応援することで、住んでいるまちを誇りに

思えるような愛郷心を育てたい」と話しました。

   地域の子は地域で育てよう地域の子は地域で育てよう

ユーモアを交えながら講演した木村代表（左下）／緊張した表情で表彰を受ける児童（右上）

　３月 15 日に、平山ヨシさん（邑久町虫明）が

満 100 歳を迎え、お祝いにいきいき長寿課職員

が入所先の長島愛生園を訪問しました。

　平山さんは、大勢の職員や入所者に囲まれ、市

や岡山県、同園や自治会・老人クラブからお祝い

状や記念品を受け取ると「ありがとう」と感謝の

言葉を述べていました。

　若いときからよく働き、90 歳ごろまで野菜づ

くりを続けていました。現在は、シルバーカーを

使っての散歩や歌のレクリエーションへの参加な

ど穏やかに毎日を過ごしています。

　平山さん、これからも元気でお過ごしください。

  いつまでもお元気でいつまでもお元気で　

お祝いの記念品を持つ平山さん

cover photograph 

3月 27日に静円寺地蔵院（邑久町本庄）で人形供
養が行われました。「ひな流しの神事」で知られる
淡嶋神社（和歌山市）の社が境内にあることから
始められた行事です。静円寺から子どもたちが人形
の乗った花車を引いて地蔵院へ入り、「お人形さん、
ありがとう」と願い文を朗読。その後、読経の中、
人形が並べられた護摩壇に火がつけられると、参列
者たちは手を合わせ、人形へ祈りを捧げていました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

①

③

②

瀬戸内市青少年健全育成推進大会瀬戸内市青少年健全育成推進大会

牛窓冬の味覚祭り

 平山ヨシさんが満 100 歳に

   福元グリーンタウン自治会が自主防災組織を結成

まちの話題.indd   10-11 2011/04/27   17:22:31



り
、
こ
の
う
ち
約
６
割
は
逃
げ
遅

れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

米
国
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
に
よ
り
、
火
災
に
よ
る
死

者
数
は
半
減
し
、
そ
の
有
効
性
が

立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
に
よ
り
火
災
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
、
ぼ
や
程
度
で
収

ま
っ
た
例
が
全
国
か
ら
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

購
入
に
つ
い
て

　　

電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

消
防
設
備
取
扱
店
、
電
気
工
事
事

業
所
、
農
協
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、消
防
本
部
で
は
自
治
会
、

事
業
所
、
各
種
団
体
な
ど
で
の
共

同
購
入
（
ま
と
め
買
い
）
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
消
防
署
や
市
役
所
が
直

接
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」
を

訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定
の
業
者

に
商
品
の
斡
旋
や
販
売
を
依
頼
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
商

法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　

５
月
11
日
（
水
）

か
ら
20
日
（
金
）
ま

で
10
日
間
に
わ
た
っ

て
、「
交
通
ル
ー
ル

守
っ
て
広
げ
る　

無

事
故
の
輪
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
春
の
交

通
安
全
県
民
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
最
重
点
目

標
に
据
え
、「
自
転

車
の
安
全
利
用
の
推

点
に
お
け
る
正
し
い
通
行
の
徹

底
」
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
こ
の
機

会
に
家
庭
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

大
切
さ
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
春
の
交
通
安
全
県

民
運
動
を
多
く
の
市
民
に
周
知

し
、
交
通
意
識
の
高
揚
と
交
通
事

故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
瀬
戸
内

市
出
発
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
岡
山
県
警
察
音
楽
隊

に
よ
る
迫
力
あ
る
生
演
奏
や
ド
リ

ル
演
奏
、
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
の
体
験
装
置
を
搭
載
し
た

「
お
か
や
ま 

ふ
れ
愛
号
」
を
使
っ

た
交
通
安
全
体
験
、
パ
ト
カ
ー
や

は
し
ご
車
な
ど
の
展
示
や
乗
車
体

験
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
５
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

出
島
公
園
（
牛
窓
東
小

　

学
校
前
）

※
雨
天
の
場
合
は
牛
窓
町
公
民
館

　

で
行
い
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

ごみ減量速報

地域 23年３月 22 年３月 達成度
牛窓 671 722 ◎

邑久 763 789 ○

長船 597 612 ○

大量のごみが持ち込まれるクリーンセンターかもめ

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や

熱
を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り

警
報
を
発
し
て
火
災
の
発
生
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

　

消
防
法
に
基
づ
き
全
て
の
住
宅

に
こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

既
存
住
宅
で
も
平
成
23
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。　

　

義
務
化
さ
れ
た
の
は
、
寝
室
お

よ
び
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
の

階
段
室
で
す
。

　

居
室
や
台
所
に
も
設
置
す
れ
ば

さ
ら
に
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

建
物
火
災
に
お
い
て
住
宅
火
災

は
半
数
以
上
を
占
め
、
建
物
火
災

に
お
け
る
死
者
数
の
約
9
割
が
住

宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
平
成

21
年
中
、
全
国
で
は
住
宅
火
災
に

よ
っ
て
１
、２
０
１
人
が
亡
く
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

５
月
31
日
ま
で
に

住宅用火災警報器は、寝室および２階に寝室がある場合の階段
室に設置する必要があります。

「ごみダイエット瀬戸内」です。
　初年度となる平成22年度終了時点
での実績は、731g、減量率6.5%とい
う結果でした。目標の達成には、残り
2年間で 184g減量が必要となり、大
変厳しい状況です。
　ごみ削減には、市民の皆さんの協力

が必要不可欠です。瀬戸内市民全員が
力を合わせて、一歩ずつ前進していき
ましょう。
　なお、ごみ減量に関する詳しい内容
や最新の減量進捗状況については、本
紙に折り込みの緑色のチラシ「ごみダ
イエット通信」で毎月お知らせします。

　市では、循環型社会の構築を目指し
て、ごみ減量に取り組んでいます。
　市内で排出されたごみの量は、平成
20年度の実績で約11,000t（資源ごみ
は除く）でした。市民1人 1日当たり
に換算すると、782gになります。
　この 782g を３年間で 30%減量し
て、547gにしようという取り組みが

変厳しい状況です。
　ごみ削減には、市民の皆さんんの協力

紙に折り込みの
イエット通信」で

減量に関する詳しい内容
進捗状況については、本
緑色のチラシ「ごみダ
で毎月お知らせします。
の緑
で

瀬戸内市出発式を牛窓出島公園で開催
春の交通安全県民運動が始まります

警警警察察安安全全情情情報　進
（
特
に
岡
山
県
自
転
車
安
全
利

用
５
則
の
周
知
徹
底
）」「
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
」「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」「
交
差

車を運転する人に交通安全の啓発物品を配布

単位：グラム

　

美
し
い
地
球
を
守
る
た
め
、
環

境
に
優
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
、岡
山
県
備
前
県
民
局
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る
会
（
略

称
：
エ
ネ
ミ
ラ
）、
瀬
戸
内
市
消

費
生
活
問
題
研
究
協
議
会
、
瀬
戸

内
市
の
４
団
体
の
共
催
で
、
環
境

フ
ェ
ス
タ 

イ
ン 

せ
と
う
ち
を
開

催
し
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
環
境
に
つ
い

て
楽
し
く
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
事
前
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

６
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

①
屋
外
ゾ
ー
ン

　

・
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ク
ッ
キ
ン

　

グ
「
お
い
し
い
ふ
か
し
芋
が
で

　

き
る
よ
！
」

　

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
展
示

　

・
電
気
自
動
車
の
試
乗
体
験

　

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
太
陽
熱
温
水

　

器
の
展
示

　

・
自
転
車
発
電
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

②
ロ
ビ
ー
展
示
ゾ
ー
ン

　

・
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト

　

に
よ
る
処
理
を
紹
介

　

・
展
示
・
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

・
照
明
の
明
る
さ
比
べ

　

・
小
水
力
発
電
の
模
型
展
示

③
学
び
ゾ
ー
ン

　

　

　

・
省
エ
ネ
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
あ
な
た

の
省
エ
ネ
度
を
診
断
し
ま
す
。
診

断
書
を
も
と
に
、
省
エ
ネ
の
方
法

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

　

圧
力
鍋
と
鍋
帽
子
を
使
っ
た
料

理
の
実
演
を
し
ま
す
。

　

１
回
目　

午
前
10
時
30
分
〜

　

２
回
目　

午
前
11
時
30
分
〜

　

３
回
目　

午
後
１
時
〜

　

・
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

空
き
箱
や
残
り
布
な
ど
を
使
っ

て
絵
手
紙
挿
し
や
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・
環
境
カ
ル
タ
で
学
ぼ
う
！

　

１
回
目　

午
前
10
時
〜

　

２
回
目　

午
後
１
時
〜

　

・
環
境
学
習
人
形
劇
「
鬼
が
島
は

　

ご
み
の
島
」

　

１
回
目　

午
前
11
時
30
分
〜

　

２
回
目　

午
後
１
時
45
分
〜

※
上
演
時
間
約
10
分

 　
・
ビ
デ
オ
で
学
ぶ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

コ
ー
ナ
ー　

　

・
先
着
１
０
０
人
に
リ
サ
イ
ク
ル

　

土
（
10
㌔
入
り
）
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
参
加
費　

無
料　

 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

環
境
フ
ェ
ス
タ
イ
ン
せ
と
う
ち
を

開
催
し
ま
す

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。



　

食
育
と
い
う
言
葉
が
浸
透
し
て

き
た
昨
今
で
す
が
皆
さ
ん
は
食
育

を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　

食
育
の
目
的
は
、
食
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
る
こ
と
だ
け
で
な
く

自
ら
健
康
に
気
を
つ
け
た
生
活
を

実
行
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
す
。

　

こ
の
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
、
食
に
つ
い
て
の
様
々
な
体
験

を
繰
り
返
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
は
平
成
20
年
度
に
瀬
戸

内
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、

海
や
山
に
囲
ま
れ
、
米
、
カ
ボ

チ
ャ
、
カ
キ
、
ゲ
タ
な
ど
特
産
物

が
豊
富
で
あ
る
特
徴
を
生
か
し
な

が
ら
、家
庭
は
も
と
よ
り
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
校
、
地
域
、
事
業
者
、

行
政
が
食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
平
成
22
年
度
に

実
施
し
た
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
も
と
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
朝
食
の
重
要
性
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

朝
食
は
一
日
の
活
力
の
源

　

図
１
は
計
画
策
定
時
と
平
成
22

年
度
の
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
」

と
小
学
生
や
中
学
生
で
は
、
タ
ン

パ
ク
質
の
摂
取
率
も
低
い
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
は
年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
、
炭
水
化
物
中
心
の
朝
食

を
食
べ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
し

ま
う
と
朝
食
の
力
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
野
菜
の
摂
取
は
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
朝
食
で
野

菜
を
少
し
で
も
取
る
よ
う
に
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
民
一
人
一
人
が
主
役

　

食
は
私
た
ち
の
健
康
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

人
の
割
合
で
す
。
２
歳
児
を
除
い

て
計
画
策
定
時
よ
り
も
「
毎
日
食

べ
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
で
は

約
２
割
、
高
校
生
で
は
約
３
割
が

朝
食
を
食
べ
な
い
日
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
食
べ
る
時
間
が
な

い
」「
休
み
の
日
は
食
べ
な
い
」

な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

朝
食
は
一
日
の
活
力
の
源
と
し

て
大
切
な
も
の
で
す
。
生
活
習
慣

病
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
朝
食

を
少
し
で
も
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

朝
食
で
野
菜
を
取
ろ
う

　

図
２
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

し
た
当
日
の
朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を

調
査
し
た
結
果
で
す
。全
体
的
に
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
源
と
な

る
野
菜
や
果
物
の
摂
取
率
が
低
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
４
〜
５
歳
児
と
比
較
す
る

「こうこ」とは、「たくあん」
のことです。4～ 6月頃に
よく作るお寿司です。日生
の郷土料理ですが、裳掛地
区の春祭りでも作られてい
ます。グリンピースだけで
なく、木の芽を飾ると香り
も良くておいしいです。

松本早苗さん（瀬戸内市栄養委員裳掛地区ＯＢ）です

日生地方では祭りや船降ろしの時、豊漁と漁の安全
を願ってサワラとたくあん（こうこ）のせん切りが
入った「こうこずし」が作られてきたそうです。
サワラは、瀬戸内に春を告げる魚として知られてお
り、瀬戸内海沿岸ではこの他にもサワラを使ったさ
まざまな寿司が作られています。

　

好
き
な
も
の
ば
か
り
食
べ
て
い

て
も
生
き
て
い
く
こ
と
は
可
能
で

す
が
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ず

に
偏
っ
た
食
生
活
を
続
け
る
と
、

心
身
の
発
達
が
遅
れ
る
、
活
動
能

力
が
低
下
す
る
、
な
ん
と
な
く
調

子
が
悪
い
、
免
疫
力
が
低
下
し
て

病
気
に
な
り
や
す
く
治
り
に
く
い

な
ど
、
健
康
を
損
な
う
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

安
く
て
お
い
し
い
も
の
が
あ
ふ

れ
て
い
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
で
食
べ
る
も
の
、
食
べ

方
を
選
ぶ
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

糖尿病は、インスリンの量の不足・作用低下により発

症します。患者数は急増しており、現在国内では約1,000

万人と推定されます。高脂肪食や運動不足による肥満

から、インスリン作用低下にいたることが、患者急増

の原因と考えられます。早期には無症状ですが、悪化

すると網膜症・腎臓病・脳卒中・心筋梗塞などを引き

起こします。治療の基本は食事と運動で、標準（理想）

体重に近づけ、インスリン作用を回復させることです。

市民病院では隔月に糖尿病教室を開いています。お気

軽にご参加ください。

■問い合わせ　瀬戸内市民病院     

糖尿病について

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

　

子
ど
も
の
食
事
に
は
、
保
護
者

の
食
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
や
家

庭
で
の
食
環
境
が
反
映
さ
れ
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
幼
児
と

そ
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
時
と
比
べ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
朝
食
を
食
べ
る
人
の
割
合
が

増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
世
代
を
中

心
と
し
た
食
育
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

　

食
育
の
主
役
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
で
す
。

　

ま
ず
は
日
々
の
生
活
の
な
か

で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
市
内
で
行
わ
れ
る
食

に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組
み
に

も
目
を
向
け
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆作り方
①米は洗ってざるにあげ、30 分以上おく。
②サワラは刺身より厚めのそぎ切りにし、塩
　をして５～６分おいて、30 分酢につけて引
　き上げる。
③たくあんは４cm長さのせん切りにし、もみ
　洗いして水気を切る。
④サワラを漬けた酢から大さじ５杯分を取り
　分けＡを加え、合わせ酢を作る。
⑤米はコンブを入れて炊く。
⑥炊き上がったごはんに、合わせ酢をかけて
　混ぜ合わせながら冷ます。
⑦⑥のすし飯にたくあん、グリンピースを混
　ぜ、サワラと紅ショウガを上に飾る。

◆材料（４～６人分）
●米（カップ 4）
●コンブ（10cm角）
●塩（小さじ 0.5）
●たくあん（100g）
●紅ショウガ（少々）

●水（カップ 4と 1/2）
●サワラ（200g）
●酢（カップ 1/2）
●グリーンピース
　　 （カップ 1/2）

弁当箱を使って食事バランスを学ぶ子どもたち

Ａ
●砂糖（大さじ 3.5） ●塩（小さじ 1）

図１　朝食を毎日食べる人の割合

地魚に触れ合える地引網体験

図２　朝食での食品の摂取率

あなたの標準体重を計算してみよう
標準体重 (kg) ＝身長 (m) ×身長 (m) × 22

　　（例）身長が 170cmの人は、
　　1.7（m）× 1.7（m）× 22 ＝ 63.58（kg）
　　と計算できます。
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20%

40%

60%

80%

100%

2歳児 4~5 歳児 小学生 中学生 高校生 4~5 歳児
保護者

計画策定時 平成 22 年度

きをの自実

バランスのとれた朝食を食べましょう



佐野美術館外観

　平安時代の伯耆国安綱から江戸
新刀期の巨匠・長曽祢興里（虎徹）
までの作品は、愛刀家だけでなく
初心者でも一巡するだけで日本刀
の美しさを堪能できるものです。

▽開催期間　６月 12 日（日）まで
※休館日は毎週月曜日、祝日の翌
　日ですが、5月２日（月）、６日（金）
　は開館します。

▽会場　備前長船刀剣博物館

▽入館料　大人 500（400）円、高 ･大
　学生 300（250）円、中学生以下無料
※（　）は 20 人以上の団体料金
■問い合わせ先
　備前長船刀剣博物館　
　☎０８６９-６６ - ７７６７

春季特別展
「佐野美術館の名刀展」

▽

重
要
文
化
財

　
刀

　
兼
光

　

佐
野
美
術
館
は
、
静
岡
県
三
島

市
に
あ
り
、
日
本
刀
そ
の
他
東
洋

の
工
芸
品
を
中
心
と
し
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
持
つ
、
日
本
庭
園
の
緑

に
囲
ま
れ
た
美
術
館
で
す
。

　

４
月
20
日
（
水
）
か
ら
の
春
季

特
別
展
で
は
、
貴
重
な
日
本
刀
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
40
口ふ
り

を
借

り
受
け
、
展
示
し
ま
す
。

佐
野
美
術
館
の
日
本
刀

　

佐
野
美
術
館
の
日
本
刀
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
平
安
時
代
か

ら
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
各
時

代
、
各
地
域
の
有
名
な
刀
匠
を
ほ

ぼ
す
べ
て
網
羅
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
り
、
世
界
的
に
見
て
も
稀
有

の
内
容
を
誇
り
ま
す
。
こ
れ
は
同

美
術
館
の
創
設
者
で
あ
る
佐
野
隆

一
氏
の
選
定
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
名
な

刀
匠
の
作
品
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
そ
の
刀
匠
に
と
っ
て
の
代
表

作
、
典
型
的
な
作
風
の
も
の
が
集

め
ら
れ
て
お
り
、
収
集
者
の
強
い

意
志
の
も
と
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

全
体
像
を
意
識
し
て
、
購
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

借
り
受
け
た
作
品
の
生
産
地
は

備
前
国
15
口
、
大
和
国
１
口
、
山

城
国
３
口
、
相
模
国
４
口
、
美
濃

国
１
口
な
ど
で
、
作
刀
の
主
要

五
ヵ
国
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
武
家
に
代
々
受
け
継
が
れ

た
と
さ
れ
る
伝
来
物
が
26
口
あ

り
、
中
で
も
大
徳
川
家
（
徳
川
将

軍
家
）伝
来
が
９
口
で
最
も
多
く
、

他
は
紀
州
徳
川
家
、
黒
田
家
、
前

田
家
、
武
田
家
、
蜂
須
賀
家
な
ど

に
伝
来
し
た
も
の
で
す
。

　
作
品
紹
介

　

・
国
宝　

薙
刀　

長
光

　

長
光
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
長
船

派
の
巨
匠
で
す
。
長
光
作
の
薙
刀

は
、
美
作
国
津
山
藩
松
平
家
に
伝

わ
っ
た
本
作
を
含
め
て
３
口
し
か

現
存
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

・
重
要
文
化
財　

刀　

兼
光

　

兼
光
は
長
光
の
孫
と
伝
え
ら

れ
、
南
北
朝
時
代
の
長
船
派
の
頭

領
で
し
た
。
本
作
は
、
豊
臣
秀
吉

没
後
形
見
分
け
で
藤
堂
高
虎
が
拝

領
し
、
そ
の
後
大
徳
川
家
に
移
り

ま
し
た
。
八
代
将
軍
吉
宗
が
作
成

さ
せ
た
全
国
の
名
刀
の
台
帳
『
享

保
名
物
帳
』に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

「
名
物　

大
兼
光
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

・
名
物　

小
松
正
宗

　

前
田
利
家
の
子
・
小
松
中
納
言

利
常
が
購
入
し
た
も
の
で
、
以
後

前
田
家
に
伝
来
し
ま
し
た
。

　

・
名
物　

松
井
江

　

肥
後
熊
本
藩
細
川
家
の
家
老
で

あ
る
松
井
佐
渡
守
が
所
持
し
た

後
、
大
徳
川
家
に
移
り
、
五
代
将

軍
綱
吉
の
息
女
鶴
姫
が
紀
州
徳
川

家
に
輿
入
れ
す
る
と
き
の
引
き
出

物
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
初
心
者
ほ
ど
名
刀
で
勉
強
し

な
け
れ
ば
目
が
で
き
な
い
」と
は
、

昭
和
期
の
日
本
刀
鑑
定
の
大
家
・

本
間
順
治
博
士
の
言
葉
で
す
。

　

貴
重
な
名
刀
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 ５月 31日（火）

☎
☎
☎

BooKs

道
（
瀬
戸
内
市
の
友
好
都
市
の
密

陽
市
が
あ
る
地
方
）
の
サ
ム
ル
ノ

リ
（
打
楽
器
を
使
っ
た
演
奏
）
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

講
師
の
岡
本
永よん
ひ姫
氏
は
、
韓
国

国
際
舞
踊
団
で
活
躍
し
、
来
日
後

は
、
韓
国
舞
踊
教
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▽
会
場　

牛
窓
町
公
民
館

▽
日
時　

第
２
、４
水
曜
日

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

▽
会
費　

３
、０
０
０
円
（
１
カ 

　

月
当
た
り
）　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

広
畑
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
８
１
２

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
力
と
、
そ
れ
を
可
能
に
す

る｢

日に
っ
ぽ
ん
り
ょ
く

本
力｣

に
迫
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
。
こ
の

本
で
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
宇
宙
技
術
に

注
目
し
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
惑
星
探
査
、
人
工
衛
星
、
天

体
観
測
な
ど
に
関
す
る
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

世
界
に
は
ば
た
く
日
本
力　
日
本
の
宇
宙
技
術

　

こ
ど
も
く
ら
ぶ
…
編
纂

楽しくて、気持ちいい！　おうちでお灸
　佐藤宏子…監修

ツボを温めることで、自然治癒力を高め、体の不調を
整えるお灸。病気を防ぎ、いつも健康でいるために、
日々の暮らしにお灸を取り入れましょう。これだけは
知っておきたいお灸の基礎知識、自宅で簡単に行うた
めのハウツー、症状別お灸のツボガイドなどお灸とツ
ボについて分かりやすく解説します。

瀬
戸
内
市
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団

震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
を
開
催
し
ま
す

春
季
特
別
展

 

ご
覧
く
だ
さ
い

 

春
の
瀬
戸
内
山
草
展

　

中
央
公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
講

座
の
瀬
戸
内
山
草
会
が
「
春
の
瀬

戸
内
山
草
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

素
朴
な
美
し
さ
が
魅
力
の
山
野

草
を
集
め
た
展
示
会
で
す
。
心
や

す
ら
ぐ
春
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　
５
月
14
日
（
土
）
〜
15 

　

日
（
日
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

瀬
戸
内
山
草
会
代
表　

田
上
さ
ん

　

☎
０
８
６-
９
４
３-

２
０
４
７

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

 

チ
ャ
ン
ゴ
講
座

　

牛
窓
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
の

「
チ
ャ
ン
ゴ
講
座
」
で
は
、
韓
国

の
打
楽
器
チ
ャ
ン
ゴ
で
、
慶
尚
南

　

瀬
戸
内
市
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇

団
４
団
体
に
よ
る
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

を
開
催
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
形
劇
公
演

の
ほ
か
、
瀬
戸
内
市
青
年
団
に

よ
る
エ
コ
戦
隊
も
っ
て
ぇ
ね
ん

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
や
寺
尾
昇
さ
ん
に

よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、栄
養
委
員
会
の
協
力
で
、

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
お
や

つ
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
試
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
21
日
（
土
）　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
出
演
劇
団　

星
の
子
き
ら
り
、

　

ち
ょ
う
・
か
え
る
一
座
、
ピ
エ

　

ロ
、
つ
き
み
草

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

個性溢れる人形劇をお楽しみに！



 

働
く
女
性
を
目
指
し
て

 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
、パ
ソ
コ
ン
講
座（
エ

ク
セ
ル
検
定
３
級
合
格
を
目
指
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
や
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
方
に
関
す
る
知
識
な
ど
を

習
得
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
受
講
期
間　

平
成
23
年
５
月
31    

　

日
（
火
）
〜
７
月
６
日
（
水
）

　

の
間
で
、
毎
週
火
〜
金
曜
日
の

　

22
日
間

▽
受
講
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

▽
申
込
期
限　

５
月
11
日
（
水
）

▽
応
募
資
格　

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

そ
の
後
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
全
期
間
出
席
で
き
る
人

▽
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
、
検

字
社
が
行
う
国
際
救
援
や
災
害
救

護
な
ど
の
人
道
的
な
理
念
や
活
動

に
賛
同
し
、
年
額
５
０
０
円
以
上

の
社
費
を
納
め
た
人
の
こ
と
で
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

員
か
ら
の
資
金
（
社
費
）
と
、
一

般
の
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

　

瀬
戸
内
市
地
区

　
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
）

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

 
気
を
付
け
ま
し
ょ
う　

 
有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

　

植
物
に
は
、
食
用
や
薬
用
に
な

る
も
の
が
あ
る
一
方
、
毒
を
持
つ

も
の
も
多
く
存
在
し
ま
す
。
毒
性

の
強
い
も
の
を
誤
っ
て
食
べ
る
と

死
に
至
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
内
で
は
、
有
毒
植
物
に

よ
る
食
中
毒
は
過
去
５
年
間
に
７

件
発
生
し
、
こ
の
う
ち
、
チ
ョ
ウ

セ
ン
ア
サ
ガ
オ
の
根
や
葉
を
ゴ
ボ

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
常
設
展

 

佐
竹
徳
展
〜
ダ
リ
ア
と
静
物
〜

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
所
蔵
品
を

中
心
と
し
て
、
佐
竹
徳
画
伯
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
今

回
は
特
別
出
品
作
と
し
て
、
戦
前

の
作
品
２
点
を
展
示
し
ま
す
。
１

点
は
１
９
２
０
年
の
第
２
回
帝
国

美
術
院
展
覧
会
（
帝
展
）
に
出
品

さ
れ
た
『
静
物
』、
も
う
１
点
は

１
９
３
７
年
の
第
１
回
文
部
省

美
術
展
覧
会
（
新
文
展
）
に
出
品

さ
れ
た
『
ダ
リ
ア
』
で
、
い
ず
れ

も
、
本
名
の
「
佐
竹
徳
次
郎
」
の

名
で
発
表
し
て
い
た
こ
ろ
の
作
品

で
す
。

　

今
ま
で
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で

は
展
示
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
佐

竹
画
伯
の
初
期
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

６
月
５
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

た
だ
し
、
５
月
２
日
（
月
）、

　

６
日（
金
）は
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
３
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

  

開
催
し
ま
す

 

須
恵
古
代
ま
つ
り

　

西
須
恵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
主
催
で
、
第
16
回
須
恵
古
代
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

太
鼓
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演

奏
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
○
×
ク
イ

ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。火
お
こ
し
体
験
も
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
３
日
（
火
・
祝
）

 
み
ん
な
で
音
楽
に
親
し
ん
で

 
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

備
前
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ピ
ア
ノ
、バ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
、

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
も
登
場
し
て
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
15
日
（
日
）

　

午
後
２
〜
４
時

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

野
田
さ
ん

　
☎
０
８
６
９-

３
４-

６
３
７
２

　

午
前
10
時
〜

　

雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

▽
場
所　

須
恵
古
代
館
周
辺
（
長

　

船
町
西
須
恵
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

西
須
恵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　

代
表　

角
口
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
９
９
２-

７
１
２
６

 

募
集
し
ま
す

 

体
験
農
園
で
野
菜
づ
く
り

　

瀬
戸
内
市
振
興
公
社
で
は
、
ふ

れ
あ
い
体
験
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
を
対
象
に
し
た
農
業
塾

も
年
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
初

め
て
の
人
で
も
、
安
心
し
て
野
菜

作
り
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
手
で
作
っ
た
野
菜
を
食

べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
農
園
面
積　

１
区
画
40
平
方
㍍

▽
農
園
場
所　

今
城
地
区

▽
利
用
金
額　

３
、３
６
０
円

▽
利
用
期
間　

１
年
間

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
（
一
財
）
瀬
戸
内
市
振
興
公
社

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
４
４

ウ
な
ど
と
間
違
え
て
食
べ
た
事
例

が
５
件
あ
り
ま
し
た
。

　

有
毒
植
物
と
食
用
植
物
を
見
分

け
る
こ
と
は
難
し
く
、
有
毒
植
物

に
よ
る
食
中
毒
の
多
く
は
知
識
不

足
が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
菜
採
り
の
際
は
、
有
毒
植
物

が
混
入
し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要

で
す
。ま
た
、食
用
か
ど
う
か
は
っ

き
り
分
か
ら
な
い
も
の
は
絶
対
に

食
べ
ず
、
人
に
あ
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
３
８

 

就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

 

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

お
か
や
ま
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
就
職
活
動
を
し
て
い
る

若
者
が
、
就
職
に
向
け
て
の
各
種

　

教
室
で
は
、
動
物
と
の
正
し
い

接
し
方
や
抱
き
方
、
触
っ
て
は
い

け
な
い
と
き
や
触
っ
て
欲
し
く
な

い
部
分
、
動
物
の
病
気
や
手
洗
い

の
大
切
さ
な
ど
を
学
習
す
る
ほ

か
、
聴
診
器
で
動
物
と
自
分
た

ち
の
心
臓
の
鼓
動
を
聞
き
比
べ
た

り
、
動
物
と
一
緒
に
散
歩
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

普
段
、
動
物
と
関
わ
る
こ
と
の

少
な
い
人
も
、
直
接
動
物
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。

　

ま
た
、
団
体
を
対
象
と
し
た
教

室
を
ご
希
望
に
応
じ
て
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
室
へ
の
参
加
に
あ

た
っ
て
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

【
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室
（
定
期
）】

▽
開
催
日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田

２
７
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　
（
財
）
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
２
８
８

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
（
月
・
火
休
み
）

　

定
受
検
料
は
実
費
負
担
）

▽
定
員　

28
人

▽
申
込
方
法　

　

受
講
申
込
書
を
郵
送
（
で
き
れ

ば
簡
易
書
留
）
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
受
講
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
県
男

　

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-
１

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
階

　

☎
０
８
６-

２
３
５-

３
３
０
７

　

HP http://www.pref.okayam
a.jp/

　

soshiki/detail.htm
l?lif_id=93048

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

 

赤
十
字
運
動
月
間

　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
「
赤
十
字
運
動
」
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
社
員
と
は
、
日
本
赤
十

サ
ポ
ー
ト
を
１
カ
所
で
ま
と
め
て

受
け
ら
れ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
分

の
将
来
を
見
い
だ
し
、
安
定
し
た

職
業
に
就
け
る
よ
う
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通

じ
た
職
業
紹
介
、
就
職
ま
で
の
一

貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
全
面
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

７
階
（
岡
山
市
北
区
本
町
６-

36
）

▽
受
付
時
間

　

・
月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
７
時

　

・
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
緊
急
雇
用
対
策
室

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
９

 

正
し
い
接
し
方
を
学
ん
で

 

動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
動
物
の
ぬ
く
も
り
と
命
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
月
１
回
「
動
物
ふ
れ
あ
い
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

電気

食
べ

事 チョウセンアサガオの花と果実

佐竹徳　「ダリア」　1937 年

お
知
ら
せ

５
月
号
か
ら
広
報
紙
の
紙
を

変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
紙
を
薄
い
も
の
に

変
更
し
、
経
費
を
削
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ペ
ー
ジ
が
め
く
り
に

く
く
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

ホ
ッ
チ
キ
ス
で
中
綴
じ
に
し
て

い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 5 月 17 日（火） 平成22年 12月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 5 月 18 日（水） 平成22年 8月生

1 歳６ヵ月児健診 5 月 11 日（水） 平成21年 10月生
2 歳児健診 5 月 12 日（木） 平成21年 1月生

3 歳児健診 5 月 25 日（水） 平成19年 11月生

子どもの健診

人の動き《平成 23 年４月 1 日現在》

人口 ３９，２８２人 （＋１８）
男 １８，７００人  （＋１６）
女 ２０，５８２人 （＋　２）
世帯 　１４，６４４世帯 （＋４３）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

1 2 3  憲法記念日 4  みどりの日 5  こどもの日 6 7
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　B&G 財団会長杯争奪
瀬戸内市バレーボールリー
グ戦（前期）
　19：30 ～
　邑久 B&G 海洋センター
　アリーナ
　※毎週土曜日約 8週間

8
体協　歩こう会　
　備前市・夕立受山コース
　8：57邑久駅発赤穂線

9 10
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

11
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

12 13  
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

14
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

15
体協　第２回 B&G 財団会
長杯瀬戸内市ダブルステ
ニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート
※予備日　5月 22 日（日）

16
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

17
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

18
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

19 20 21
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　瀬戸内市民ゴルフ
五月大会
　9：00 ～
　長船カントリークラブ

22
体協　瀬戸内市春季ソフ
トバレーボール大会
　8：30 ～
　牛窓中学校体育館

23　 24  
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

25
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

26  
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

27
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

28

29 30
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

31
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

6/1
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
　ゆめトピア長船
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

6/2
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

6/3 6/4

      　　2011　May
5

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

月納期の市税・保険料

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。

　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　５月 12 日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「糖尿病について」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

■問い合わせ・予約先

　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あしたばの会
　　在宅介護支援センターあじさいでは、家庭で高齢者を介護

している人の交流の場となる家族介護者交流会を次のとおり開

催します。

　皆さんの参加をお待ちしています。

▽日時　５月 14 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽内容　自宅で介護をしている人などの交流会

▽参加費　無料（電話での事前連絡が必要）

■問い合わせ・申込先

　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

介護教室
　邑久在宅介護支援センターでは、在宅介護に関する総合的な

相談に応じています。また、介護教室などを開催しています。

▽日時・場所

①５月 10 日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター

②５月 10 日（火）　午後１時 30 分～午後３時 30 分　中央公民館　

▽テーマ　「リフレッシュ体操」

▽講師　山本早紀氏（淳風会健康管理センター・健康運動指導士）

▽参加費　無料

■問い合わせ先

　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９-２２ - ９５０３

年金相談
　年金事務所の職員が年金の相談に応じます。相談を希望する

人は、事前にご予約ください。

▽日時　５月 26 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料

■問い合わせ・予約先

　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０-７９２９

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

各種相談

　軽自動車税【全期】

※納付期限は５月 31 日（火）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

年金相談が予約制になりました

年４回開催している年金相談が、今回から予約制になりまし
た。相談の予約は、相談日の１カ月前から岡山東年金事務所で
受け付けます。本年度は、８、11 月、平成 24 年２月に予定し
ています。日時および場所は、本紙でお知らせします。



投稿お待ちしています

①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

冠
句

住
め
る
幸
見
つ
め
て
く
れ
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幸
子
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町
豊
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と
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と
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（
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忍
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※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　牛窓は古くから潮待ちの港として、また江戸時代には朝鮮通信使の寄
港地として栄えてきました。牛窓町観光ボランティア活動チームは、牛

    けいじばん
けいじばん

しおまち唐琴通り

わが家の宝１歳です！

大森健
た け る

琉ちゃん
お住まい　長船町東須恵
ご両親　清志・麻記さんから
１歳のお誕生日おめでとう。
いっぱい食べて、いっぱい遊んで、
お姉ちゃんと一緒に大きくなってね！

撮影者　ゆっちさん  撮影場所　邑久町北島

撮影日　４月 10 日   題名　三重塔とさくら

瀬戸内写真館市民ギャラリー

Takeru
 平成 22年３月 24日生まれ

石坂俐
り き

樹ちゃん
お住まい　邑久町虫明
ご両親　秀樹・久美子さんから
祐樹お兄ちゃんといつまでも
仲良し兄弟でいてね┃

Namiki
 平成21年５月 11日生まれ

細野なみ杏
き

ちゃん
お住まい　邑久町福元
ご両親　厚郎・美幸さんから
まわりの人がみんなみんな
幸せになる…そんな素敵な
子になってね┏

Riki
 平成 21 年８月９日生まれ

▼久本晃子さん

▲山本敏子さん

▼
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報
せ
と
う

ち
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
市
の

魅
力
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を

お
伝
え
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
使
い
慣
れ
な
い
一
眼
レ
フ
を
抱
え
、
初

め
て
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
操
作

は
勉
強
中
な
の
で
、
全
自
動
モ
ー
ド
で
。

た
く
さ
ん
撮
っ
た
け
ど
使
え
そ
う
な
写
真

は
わ
ず
か
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
ナ
ガ

窓の観光の活性化のため、まちの案
内人として頑張っています。
　地元を盛り上げたい、歴史を勉強
したいという人、一緒に活動してみ
ませんか。お気軽にご連絡ください。
■問い合わせ先
　瀬戸内きらり館
　☎０８６９-３４ - ５２５０　

　瀬戸内市国際交流推進協議会では、初めて韓国語を学ぶ人を対象とし
た韓国語講座受講生を募集します。講師の河

ハ

智
チホ ン

弘さんは、大学で韓国語
講師、通訳の仕事をしています。韓国の文化を学びながら、日常会話な
どを身に付けてみませんか。受講を希望する人は、電話または FAX（住所・
氏名・電話番号を明記）で 5月 27 日（金）までにお申し込みください。

▽期間　６～ 11月の第２・４金曜日

▽時間　午後７時～午後８時 30 分

▽場所　中央公民館

▽会費　１回 500 円
※初回にテキスト代2,200円が必要です。

▽定員　25 人（先着順）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市国際交流推進協議会事務局
　☎０８６９-２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４

牛窓のまちを案内しませんか
牛窓町観光ボランティア活動チーム員を募集

韓国語を学んでみませんか
韓国語講座受講生を募集

韓国語教室

必要です。

議会事務局
０３１
３０４

局

▼
４
月
号
ま
で
は
写
真
撮
影
も
編
集
作
業

も
ナ
ベ
さ
ん
ま
か
せ
。
ツ
ケ
が
回
っ
て
き

て
、
カ
メ
ラ
や
編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
こ
な

せ
ず
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
▼
先
日
、

邑
久
光
明
園
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早

期
復
興
を
願
っ
て
こ
い
の
ぼ
り
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
と
聞
き
、
見
に
行
き
ま
し
た
。

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を
見
て
い
る
と
、
心
新

た
に
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
分
に
。
ま
た
１

年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

よ
し
こ

▼
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
…
な
ん
て

感
傷
に
浸
っ
て
い
た
ら
、ア
ラ
び
っ
く
り
、

自
分
が
異
動
に
。
と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん

と
も
お
別
れ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
▼
「
市
民
目
線
」
を
第
一
義
に

紙
面
を
作
っ
た
２
年
間
。
道
半
ば
で
す

が
、
こ
れ
も
宮
仕
え
の
定
め
。
新
担
当
の

２
人
、
少
し
で
も
い
い
広
報
紙
を
作
る
ん

だ
よ
。
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
い
る
か
ら
ね

（
と
い
っ
て
も
隣
の
課
で
す
が
）。　

ナ
ベ
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